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＜画面イメージについて＞

⚫ 以下のように、画面イメージ等における変更点や留意事項を吹き出しにて記載します。

＜凡例＞

画面イメージ

変更点

留意事項など

△△△△画面
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健診予約照会画面

健診予約照会画面の変更内容は以下の通りです。
➀ 「被扶養者番号」を00固定から、00～99の番号を入力できるよう変更します。
② 被扶養者の情報が一覧へ表示されるようになります。

※開発中の画面のため画面レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

➀
➀「被扶養者番号」を00固定から、

00～99の番号を入力できるように変更

②被扶養者の情報追加



健診領域の変更内容詳細

3

健診受診資格確認画面

健診受診資格確認画面の変更内容は以下の通りです。
➀ 同姓同名によるエラーを減らすため、「カナ氏名等検索」の検索条件に 「被保／被扶区分」（任意項目）を追加します。 
    一方、「カナ氏名検索」利用時は、被保険者・被扶養者どちらの場合においても 「郵便番号（被保険者の所在地）」
      「事業所名カナ（部分一致）」の入力が必要です。
（ただし、任意継続者の場合は「事業所名カナ（部分一致）」の入力は不要です。）

＜入力情報切替：「カナ氏名検索」の場合＞

※開発中の画面のため画面レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

①被保険者／被扶養者区分の追加

①被保険者・被扶養者どちらの場合においても入力必須
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健診受診資格確認画面

② 「被扶養者番号」を00固定から、 00～99の番号を入力できるよう変更します。
③ 被扶養者の人間ドック・生活習慣病予防健診資格が確認できるようになります。

 ただし、令和9年3月末（予定）のシステムリリース後から実施可能です。リリースまでは年齢により判断するなどの
 対応をお願いします。
 なお、被保険者における資格確認は現行通り2月下旬頃より実施可能です。

＜入力情報切替：「記号番号検索」の場合＞

※開発中の画面のため画面レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

②

②「被扶養者番号」を00固定から、
 00～99の番号を入力できるよう変更

③被扶養者の人間ドック・生活習慣病予防健診資格の
確認が可能になります。
ただし、令和9年度に向けた被扶養者の資格確認は
令和9年3月末（予定）のシステムリリース後に
実施可能です。
リリースまでは年齢により判断するなどの対応を
お願いします。
※令和10年度以降は被保険者と同様の

 スケジュールで実施可能になります。
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健診ソフト-マスタ管理画面

マスタ管理画面の変更内容は以下の通りです。
➀ 項目「年度」の設定値を2027に更新します。
② 「人間ドック」の項目をすべて「基本項目」へ含めるよう変更します。また、「未実施減額の有無」を 「必須項目」に変更し、 

「未実施減額の有無」以外を「オプション項目」に変更します。
③ 読み替え用の補足説明を削除します。

※開発中の画面のため画面レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

➀項目「年度」の設定値を2027に更新

②人間ドック（赤字の項目を新規追加）
各項目が基本項目の配下になるよう変更します。
ア.基本項目
 ・必須項目
未実施減額の有無

 ・オプション項目
  上部消化管内視鏡
  乳がん検診（マンモグラフィ）
  乳がん検診（乳腺超音波）
  子宮頸がん検診
  PSA検診
  HCV抗体

③
③以下の記載を削除

※「基本項目」の記載について、
正しくは「必須項目」となりますので
読み替えていただくようお願い致します。
当該記載は今後修正する予定です。
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健診ソフト-マスタ管理画面

④ 項目「骨粗鬆症検診SXA法」から「骨粗鬆症検診SXA,DXA法他」へ表記を変更します。

※開発中の画面のため画面レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

④ ④骨粗鬆症検診SXA法から
   骨粗鬆症検診SXA,DXA法他に
表記変更
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健診ソフト-健診結果一覧画面

健診結果一覧画面の変更内容は以下の通りです。
➀ 項目「被保険者」は「対象者」へ名称を変更します。
② 項目「対象者」欄に「被扶養者番号」を表示します。
③ 並べ替えキー、検索キーの「被保険者」は「対象者」へ名称を変更します。
④ 確定ファイル・請求書出力時の重複チェックの条件に被扶養者番号を追加します。
⑤ ボタン「予定者名簿データ取込」押下時、ファイル内の被扶養者番号で取込・表示できるようになります。
⑥ 被扶養者の情報が一覧へ表示されるようになります。
⑦ 現行では空文字へ強制変換していた「受診者郵便番号」「受診者所在地」「受診者電話番号」の取込が可能になります。

※開発中の画面のため画面レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

➀被保険者から対象者に名称変更

②被扶養者番号を表示

⑤ファイル内の被扶養者番号で取込・表示

④重複チェックの条件に被扶養者番号を追加

③被保険者から対象者に名称変更

⑥被扶養者の情報追加

⑦「受診者郵便番号」「受診者所在地」「受
診者電話番号」の取込が可能
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健診ソフト-健診結果詳細画面

健診結果詳細画面の変更内容は以下の通りです。詳細は次ページ以降で説明します。

※開発中の画面のため画面レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

②骨粗鬆症欄について、SXA法からSXA,DXA法他に表記変更

➀以下の項目が入力可能
   ・郵便番号
   ・電話番号
   ・所在地

   また、被扶養者番号00以外が入力可能

③人間ドックの未実施時の基本項目の金額（税込）から
 人間ドックの未実施時の必須項目の金額（税込）に表記変更

④以下の補足説明を削除
「※「基本項目」の記載について、正しくは「必須項目」となりますので
読み替えていただくようお願い致します。当該記載は今後修正する予定

 です。」

⑦エラーメッセージ内の「基本項目」を「必須項目」、
「 SXA法」から「SXA,DXA法他」に表記変更

⑧階層化における、起算
     年齢の見直し

⑥全聴力検査項目実施の
    場合、実施扱いに変更

⑤呼吸機能欄の項目「肺機能検査(%VC)」について、
節目健診の場合も必須入力項目 に変更

⑨HBs抗原及び血液型について、未実施時の減額が可能となります。

⑩尿沈渣について、尿蛋白/尿潜血がいずれも未実施かつ人間

ドック未実施理由及び人間ドック未実施時の必須項目の金額
（税込み）入力有の場合、省略が可能となります。
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健診ソフト-健診結果詳細画面

➀ 項目「郵便番号」「電話番号」「所在地」が入力可能になります。
     また、項目「被扶養者番号」について、受診年月日が2027年度以降、00以外の01～99も入力が可能になります。

※健診ソフトへ受診者の住所情報等を入力してもらう目的は、
 特定保健指導や未治療者への受診勧奨等、協会けんぽにおける後続の業務に利用するためです。
 そのため、事業所の住所は入力しないようご留意ください。

※開発中の画面のため画面レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

➀

➀



健診領域の変更内容詳細

10

健診ソフト-健診結果詳細画面

② 項目「SXA法」から「SXA,DXA法他」へ表記を変更します。

※開発中の画面のため画面レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

②
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健診ソフト-健診結果詳細画面

③ 項目名「人間ドックの未実施時の基本項目の金額（税込）」は
     「人間ドックの未実施時の必須項目の金額（税込）」へ表記を変更します。

④ 読み替え用の下記の補足説明の記載を削除します。
「※「基本項目」の記載について、正しくは「必須項目」となりますので読み替えていただくようお願い致します。

          当該記載は今後修正する予定です。」

※開発中の画面のため画面レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

③

④
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健診ソフト-健診結果詳細画面

⑤ 節目健診において、「肺機能検査(%VC)」は運用上必須項目であるものの、
健診ソフトでは、「スペース」または「空文字」も許容する仕様としていました。
 そのため、節目健診においても、当該項目が「スペース」または「空文字」の場合、エラーとなるよう修正します。

     なお下表のとおり、受診年月日に応じチェック判定が異なります。

※開発中の画面のため画面レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

⑤ 肺機能検査(%VC)・検査有無の妥当性チェック内容（赤字が変更）

# 受診年月日 健診区分 入力可能な値

1 2026年度以前

人間ドック “0”または”1”または”？”

節目健診
“0”または”1”または”？”または

スペースまたは空文字

2 2027年度以降
人間ドック
節目健診

“0”または”1”または”？”
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健診ソフト-健診結果詳細画面

⑥ 4項目（右耳・左耳 × 1000Hz・4000Hz）すべてに結果が入力された時のみ
「実施」扱いになるよう判定処理を見直します。

 なお下表のとおり、受診年月日に応じチェック判定が異なります。

※開発中の画面のため画面レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

⑥ 聴力検査有無の実施・未実施判定内容（赤字が変更）

# 受診年月日 健診区分 実施・未実施判定内容

1 2026年度以前
一般健診
節目健診

4項目の値全てが「0」または未入
力の場合、「未実施」

2 2027年度以降
一般健診
節目健診

4項目の値いずれかが「0」または
未入力の場合、「未実施」
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健診ソフト-健診結果詳細画面

⑦ 登録時に表示されるエラーメッセージについて、「基本項目」は「必須項目」、
 「SXA法」は「SXA,DXA法他」に表記を変更します。

⑧ 生活習慣病予防健診等結果の保健指導レベルの階層化で使用する年齢について、
4/2起算年齢から4/1起算年齢に変更します。

※開発中の画面のため画面レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

⑧

⑦
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健診ソフト-生活習慣病予防健診結果通知票

生活習慣病予防健診結果通知票の変更内容は以下の通りです。
➀ 項目「SXA法」 から「SXA,DXA法他」へ表記を変更します。
② 「被扶養者番号」を出力する項目はありませんのでご留意ください。

※開発中の帳票のため帳票レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

➀SXA,DXA法他に表記が変更

②「被扶養者番号」の
出力はありません。

通知票の固定文言の見直しを検討中です。
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健診ソフト-生活習慣病予防健診請求書（ HLP110000264 ）

生活習慣病予防健診請求書（健診等検査費請求内訳（実施分））の変更内容は以下の通りです。
➀ 項目「SXA法」から「SXA,DXA法他」へ表記を変更します。
② 人間ドックの項目をすべて基本項目へ含めるよう変更します。
     また、「必須項目」・「オプション項目」は「基本項目」の配下となります。

※開発中の帳票のため帳票レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

➀SXA法からSXA,DXA法他に表記変更
➀

②必須項目・オプション項目を基本項目の配下に変更②

② ②人間ドックの全項目を基本項目に統合
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健診ソフト-生活習慣病予防健診請求書（ HLP110000265 ）

生活習慣病予防健診請求書（健診等検査費請求内訳（未実施分））の変更内容は以下の通りです。
➀ 項目「人間ドック」の「基本項目」は「必須項目」へ表記を変更します。

※開発中の帳票のため帳票レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

➀基本項目から必須項目に表記変更
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健診ソフト-取下データ作成画面

取下データ作成画面の変更内容は以下の通りです。
➀ 項目「被保険者」は「対象者」へ名称を変更します。
② 項目「対象者」に被扶養者番号を表示します。
③ 被扶養者の情報が一覧へ表示されるようになります。

※開発中の画面のため画面レイアウトについて、今後変更が加わる可能性があります。

➀被保険者から対象者に名称変更

②被扶養者番号を表示
③被扶養者の情報追加
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